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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】デジタル装置の接続ケーブル一体収納構造を提
供する。
【解決手段】デジタル装置の接続ケーブル一体収納構造
は、デジタル装置本体１と、デジタル装置本体１に接続
される接続ケーブル５と、から構成される。接続ケーブ
ル５は、射出成型されて、扁平形状である。デジタル装
置本体１上には、接続ケーブル５を使用しない際に嵌入
収納するケーブル溝１１が設けられる。接続ケーブル５
を使用しない際、接続ケーブル５をケーブル溝１１に嵌
入し、デジタル装置本体１と一体にすることができるた
め、本考案のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造
は、携帯に便利であり、全体構造がコンパクトであり、
防塵効果に優れる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル装置本体と、前記デジタル装置本体に接続される接続ケーブルと、を備えるデ
ジタル装置の接続ケーブル一体収納構造であって、
　前記接続ケーブルは、射出成型されて、扁平形状であり、前記デジタル装置本体上には
、前記接続ケーブルを使用しない際に嵌入収納するケーブル溝が設けられることを特徴と
するデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項２】
　前記接続ケーブルの線材は、フレキシブル回路基板(Flexible Printed Circuit:FPC)、
フレキシブルフラットケーブル(Flexible Flat Cable：ＦＦＣ）、又は扁円形ケーブルで
あることを特徴とする請求項１に記載のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項３】
　前記接続ケーブルの上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、Ｒ
Ｊ１１、ＲＪ４５、（公序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort
、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのプラグであることを特徴とする請求項１に記載のデジ
タル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項４】
　前記接続ケーブル下端が前記デジタル装置本体に半田接続されるか、或いは、前記デジ
タル装置本体上に設けられるＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、Ｒ
Ｊ４５、（公序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort、マイクロ
ＵＳＢ又はミニＵＳＢのソケットに、前記接続ケーブル下端に設けられるプラグが挿入接
続されることにより、前記接続ケーブル下端と前記デジタル装置本体とは、接続されるこ
とを特徴とする請求項１又は３に記載のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項５】
　前記接続ケーブルの上下両端のプラグは、前記接続ケーブルの線材の同一側に設けられ
、前記ケーブル溝の底部両端には、前記接続ケーブル上の上下両端の前記プラグが係合さ
れるプラグ係合溝が設けられることを特徴とする請求項４に記載のデジタル装置の接続ケ
ーブル一体収納構造。
【請求項６】
　前記接続ケーブル下端のプラグ側壁と前記プラグ係合溝とには、互いに係合される係合
ブロックと係合溝とが設けられることを特徴とする請求項５に記載のデジタル装置の接続
ケーブル一体収納構造。
【請求項７】
　前記デジタル装置本体は、外付けハードディスク、マルチメディア再生装置、デジタル
ビデオカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤ
ー、ＩＣレコーダーなどであることを特徴とする請求項１に記載のデジタル装置の接続ケ
ーブル一体収納構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、デジタル装置の技術領域に関し、特に、外付けハードディスク、マルチメデ
ィア再生装置、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、タブレット型コンピ
ュータ、ＭＰ４プレイヤー、ＩＣレコーダーなどのデジタル装置の接続ケーブルの収納構
造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、デジタル装置がデータ伝送を行う際には、付属される接続ケーブルを使用する
必要がある。しかし、接続ケーブル及びデジタル装置がそれぞれ独立しているため、接続
ケーブルは、携帯及び収納に大変不便であり、遺失しやすい。仮に、接続ケーブルを遺失
した場合、デジタル装置は、外部装置とデータ伝送を行えなくなる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１９９０４８号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１５５７３２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の主な目的は、従来のデジタル装置に付属される接続ケーブルが携帯及び収納に
不便であるという問題を解決することができるデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述の課題を解決するために、本考案は、デジタル装置の接続ケーブル一体収納構造を
提供するものである。本考案のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造は、デジタル装
置本体と、デジタル装置本体に接続される接続ケーブルと、を含む。接続ケーブルは、射
出成型されて、扁平形状である。デジタル装置本体上には、接続ケーブルを使用しない際
に嵌入収納するケーブル溝が設けられる。
【０００６】
　接続ケーブルの線材は、フレキシブル回路基板(Flexible Printed Circuit:FPC)、フレ
キシブルフラットケーブル(Flexible Flat Cable:FFC)、又は扁円形ケーブルが採用され
る。
【０００７】
　接続ケーブル上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１
、ＲＪ４５、（公序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort、マイ
クロＵＳＢ又はミニＵＳＢのプラグである。
【０００８】
　接続ケーブル下端がデジタル装置本体に半田接続されるか、或いは、デジタル装置本体
上に設けられるＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、（公
序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort、マイクロＵＳＢ又はミ
ニＵＳＢのソケットに、接続ケーブル下端に設けられるプラグが挿入接続されることによ
り、接続ケーブル下端とデジタル装置本体とは接続される。
【０００９】
　接続ケーブルの上下両端のプラグは、接続ケーブルの線材の同一側に設けられる。また
、ケーブル溝の底部両端には、接続ケーブル上の上下両端のプラグが係合されるプラグ係
合溝が設けられる。
【００１０】
　接続ケーブル下端のプラグ側壁とプラグ係合溝とには、互いに係合される係合ブロック
と係合溝とが設けられる。
【００１１】
　デジタル装置本体は、外付けハードディスク、マルチメディア再生装置、デジタルビデ
オカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤー、
ＩＣレコーダーなどである。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案で使用される接続ケーブルは、射出成型されて、扁平形状である。また、デジタ
ル装置本体上には、接続ケーブルを使用しない際に嵌入収納するケーブル溝が設けられる
。接続ケーブルを使用しない際、接続ケーブルをケーブル溝に嵌入し、デジタル装置本体
と一体にすることができるため、本考案のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造は、
携帯に便利であり、全体構造がコンパクトであり、防塵効果に優れる。本考案は、外付け
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ハードディスク、マルチメディア再生装置、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ、携
帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤー、ＩＣレコーダーなどの接続ケー
ブルが設けられるデジタル装置に適用する。接続ケーブルは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０
、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、（公序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPor
t、Mini DisplayPort、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢの接続ケーブルである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本考案の接続ケーブルをデジタル装置本体に収納した状態を示す斜視図である。
【図２】本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブルをデジタル装置本体中から引き出した状態を
示す斜視図である。
【図３】本考案のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造を示す分解斜視図である。
【図４】本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブルの射出成形する前の状態を示す斜視図である
。
【図５】本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブルに１回目の射出成形を行った後の状態を示す
斜視図である。
【図６】本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブルに２回目の射出成形を行った後の状態を示す
斜視図である。
【図７】本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブル下端のマイクロＵＳＢ３.０プラグの側壁に係
合ブロックが設けられた状態を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１４】
　デジタル装置本体がＵＳＢ３.０外付けハードディスクの場合を例示し、本考案の詳細
な構造を説明する。
【００１５】
　図１～図３を参照して説明する。図１～図３に示すように、本考案は、デジタル装置本
体１及び接続ケーブル５の２つの部分から構成される。デジタル装置本体１は、ＵＳＢ３
.０外付けハードディスクである。接続ケーブル５は、射出成型されて、扁平形状である
。デジタル装置本体１には、接続ケーブル５の形状に符合するケーブル溝１１が設けられ
る。接続ケーブル５は、ケーブル溝１１中に嵌入された後、デジタル装置本体１と一体と
なる。
【００１６】
　デジタル装置本体１は、筐体１５、ハードディスクフレーム１２、ハードディスク本体
１３及び接続モジュール１４を含む。ハードディスクフレーム１２は、筐体１５内に設け
られる。ハードディスク本体１３は、ハードディスクフレーム１２中に設けられる。接続
モジュール１４は、ハードディスク本体１３に接続される。
【００１７】
　接続モジュール１４は、ハードディスク本体１３の接続ポートをＵＳＢ３.０接続ポー
トに変換するために用いられる。接続モジュール１４の種類は、ハードディスク本体１３
の接続ポートの種類によって決定される。例えば、ハードディスク本体１３は、ＳＡＴＡ
２ポートの２.５インチのＳＡＴＡハードディスク、ｍＳＡＴＡポートのＳＳＤなどであ
る。ハードディスク本体１３がＳＡＴＡ２ポートの２.５インチのＳＡＴＡハードディス
クの場合、接続モジュール１４は、ＳＡＴＡ－ＵＳＢ３.０変換モジュールである。
【００１８】
　接続ケーブル５は、ＵＳＢ３.０接続ケーブルである。接続ケーブル５は、接続モジュ
ール１４を介し、ハードディスク本体１３及びコンピュータのＵＳＢポートに接続される
。これにより、ハードディスク本体１３とコンピュータとの間のデータ伝送が確立される
。接続ケーブル５の上端には、コンピュータのＵＳＢ３.０ポートに挿入接続されるＵＳ
Ｂ３.０プラグ５１が設けられる。また、本考案の共用性を高めるために、接続モジュー
ル１４は、従来のＵＳＢ３.０外付けハードディスクに使用されるマイクロ　ＵＳＢ３.０
ソケット４１を含み、接続ケーブル５下端には、マイクロＵＳＢ３.０プラグ５２が設け
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られる。マイクロＵＳＢ３.０ソケット４１にマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２を挿入接続
することにより、ＵＳＢ３.０接続ケーブル５を簡単に接続することができる。また、従
来のＵＳＢ３.０接続ケーブルを接続して使用したり、従来のマイクロＵＳＢ２.０プラグ
を有する接続ケーブルを接続して使用したりすることができる。
【００１９】
　図１、図２及び図４～図６を参照する。図１、図２及び図４～図６に示すように、ＵＳ
Ｂ３.０接続ケーブル５は、線数が多く、デジタル装置本体１は、体積が小さいため、Ｕ
ＳＢ３.０接続ケーブル５の長さは、制限を受ける。即ち、従来のＵＳＢ３.０接続ケーブ
ルに使用される線材は、柔軟性に乏しいため、本考案に使用することができない。本考案
のＵＳＢ３.０接続ケーブル５に使用される線材５３には、フレキシブル回路基板（Flexi
ble Printed Circuit:FPC)、フレキシブルフラットケーブル（Flexible Flat Cable：Ｆ
ＦＣ）、プリント回路基板（ＰＣＢ）又は扁円形ケーブルが採用される。ＵＳＢ３.０接
続ケーブル５上下両端のマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２及びＵＳＢ３.０プラグ５１は、
ＵＳＢ３.０接続ケーブル５の同一側に位置し、ＵＳＢ３.０接続ケーブル５に垂直に接続
される。
　ケーブル溝１１の底部両端には、接続ケーブル５上の上下両端のプラグ５１，５２が係
合されるプラグ係合溝１１１，１１２が設けられる。図３及び図７に示すように、使用中
にマイクロＵＳＢ３.０ソケット４１からマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２が脱落しないよ
うに、ＵＳＢ３.０接続ケーブル５下端のマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２の側壁とハード
ディスクフレーム１２とには、互いに係合される係合ブロック５５と係合溝４２とが設け
られる。
【００２０】
　本考案のＵＳＢ３.０接続ケーブル５は、２回の射出成形により製造される。図４に示
すように、先ず、線材５３両端にマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２及びＵＳＢ３.０プラグ
５１を垂直に半田接続する。その後、１回目の射出成形を行い、図５に示す構造にする。
即ち、線材５３のマイクロＵＳＢ３.０プラグ５２及びＵＳＢ３.０プラグ５１と同一側面
（線材５３の一方の側面）に凹溝５４を形成し、線材５３の他方の側面と、マイクロＵＳ
Ｂ３.０プラグ５２及びＵＳＢ３.０プラグ５１の下端と、を封止する。最後に、２回目の
射出成形を行い、図６に示す最終製品を完成させる。即ち、射出成形により、凹溝５４を
封止する。
【００２１】
　以上の説明は、本考案の一実施形態を示すものであり、他の実施形態においては、上述
のデジタル装置本体として、マルチメディア再生装置、デジタルビデオカメラ、デジタル
カメラ、携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤー、ＩＣレコーダーなど
の接続ケーブルを含む装置でもよい。また、デジタル装置本体の種類に応じ、接続ケーブ
ル上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、
（公序良俗違反につき、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort、マイクロＵＳＢ又
はミニＵＳＢのプラグが採用される。
【００２２】
　接続ケーブル下端とデジタル装置との間は、半田接続を行ったり、或いは、対応するコ
ネクタを組み合わせて接続したり、することができる。例えば、デジタル装置本体上のＵ
ＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、（公序良俗違反につき
、不掲載）、DisplayPort、Mini DisplayPort、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのソケッ
トと、接続ケーブル下端上に設けられるプラグと、を挿入接続することができる。また、
接続ケーブル５は、１回の射出成形又は複数回の射出成形によって製造してもよい。線材
とプラグとは、一体構造であり、全てのプラスチック材料が適用される。線材とプラグと
の間は、プリント回路基板（ＰＣＢ）を増設して変換を行うこともできる。
【符号の説明】
【００２３】
　１　　デジタル装置本体
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　１１　ケーブル溝
　１１１プラグ係合溝
　１１２プラグ係合溝
　１２　ハードディスクフレーム
　１３　ハードディスク本体
　１４　接続モジュール
　１５　筐体
　４１　ソケット
　４２　係合溝
　５　　接続ケーブル
　５１　プラグ
　５２　プラグ
　５３　線材
　５４　凹溝
　５５　係合ブロック

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月1日(2013.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル装置本体と、前記デジタル装置本体に接続される接続ケーブルと、を備えるデ
ジタル装置の接続ケーブル一体収納構造であって、
　前記接続ケーブルは、射出成型されて、扁平形状であり、前記デジタル装置本体上には
、前記接続ケーブルを使用しない際に嵌入収納するケーブル溝が設けられることを特徴と
するデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項２】
　前記接続ケーブルの線材は、フレキシブル回路基板(Flexible Printed Circuit:FPC)、
フレキシブルフラットケーブル(Flexible Flat Cable：ＦＦＣ）、又は扁円形ケーブルで
あることを特徴とする請求項１に記載のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項３】
　前記接続ケーブルの上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、Ｒ
Ｊ１１、ＲＪ４５、高精細度マルチメディアインターフェイス、ディスプレイポート、ミ
ニディスプレイポート、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのプラグであることを特徴とする
請求項１に記載のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造。
【請求項４】
　前記接続ケーブル下端が前記デジタル装置本体に半田接続されるか、或いは、前記デジ
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タル装置本体上に設けられるＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、Ｒ
Ｊ４５、高精細度マルチメディアインターフェイス、ディスプレイポート、ミニディスプ
レイポート、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのソケットに、前記接続ケーブル下端に設け
られるプラグが挿入接続されることにより、前記接続ケーブル下端と前記デジタル装置本
体とは、接続されることを特徴とする請求項１又は３に記載のデジタル装置の接続ケーブ
ル一体収納構造。
【請求項５】
　前記接続ケーブルの上下両端のプラグは、前記接続ケーブルの線材の同一側に設けられ
、前記ケーブル溝の底部両端には、前記接続ケーブル上の上下両端の前記プラグが係合さ
れるプラグ係合溝が設けられることを特徴とする請求項４に記載のデジタル装置の接続ケ
ーブル一体収納構造。
【請求項６】
　前記接続ケーブル下端のプラグ側壁と前記プラグ係合溝とには、互いに係合される係合
ブロックと係合溝とが設けられることを特徴とする請求項５に記載のデジタル装置の接続
ケーブル一体収納構造。
【請求項７】
　前記デジタル装置本体は、外付けハードディスク、マルチメディア再生装置、デジタル
ビデオカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤ
ー、ＩＣレコーダーなどであることを特徴とする請求項１に記載のデジタル装置の接続ケ
ーブル一体収納構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　接続ケーブル上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１
、ＲＪ４５、高精細度マルチメディアインターフェイス、ディスプレイポート、ミニディ
スプレイポート、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのプラグである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　接続ケーブル下端がデジタル装置本体に半田接続されるか、或いは、デジタル装置本体
上に設けられるＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、高精
細度マルチメディアインターフェイス、ディスプレイポート、ミニディスプレイポート、
マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのソケットに、接続ケーブル下端に設けられるプラグが挿
入接続されることにより、接続ケーブル下端とデジタル装置本体とは接続される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本考案で使用される接続ケーブルは、射出成型されて、扁平形状である。また、デジタ
ル装置本体上には、接続ケーブルを使用しない際に嵌入収納するケーブル溝が設けられる
。接続ケーブルを使用しない際、接続ケーブルをケーブル溝に嵌入し、デジタル装置本体
と一体にすることができるため、本考案のデジタル装置の接続ケーブル一体収納構造は、
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携帯に便利であり、全体構造がコンパクトであり、防塵効果に優れる。本考案は、外付け
ハードディスク、マルチメディア再生装置、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ、携
帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤー、ＩＣレコーダーなどの接続ケー
ブルが設けられるデジタル装置に適用する。接続ケーブルは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０
、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、高精細度マルチメディアインターフェイス、デ
ィスプレイポート、ミニディスプレイポート、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢの接続ケー
ブルである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　以上の説明は、本考案の一実施形態を示すものであり、他の実施形態においては、上述
のデジタル装置本体として、マルチメディア再生装置、デジタルビデオカメラ、デジタル
カメラ、携帯電話、タブレット型コンピュータ、ＭＰ４プレイヤー、ＩＣレコーダーなど
の接続ケーブルを含む装置でもよい。また、デジタル装置本体の種類に応じ、接続ケーブ
ル上端のプラグは、ＵＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、
高精細度マルチメディアインターフェイス、ディスプレイポート、ミニディスプレイポー
ト、マイクロＵＳＢ又はミニＵＳＢのプラグが採用される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　接続ケーブル下端とデジタル装置との間は、半田接続を行ったり、或いは、対応するコ
ネクタを組み合わせて接続したり、することができる。例えば、デジタル装置本体上のＵ
ＳＢ２.０、ＵＳＢ３.０、ＶＧＡ、ＤＶＩ、ＲＪ１１、ＲＪ４５、高精細度マルチメディ
アインターフェイス、ディスプレイポート、ミニディスプレイポート、マイクロＵＳＢ又
はミニＵＳＢのソケットと、接続ケーブル下端上に設けられるプラグと、を挿入接続する
ことができる。また、接続ケーブル５は、１回の射出成形又は複数回の射出成形によって
製造してもよい。線材とプラグとは、一体構造であり、全てのプラスチック材料が適用さ
れる。線材とプラグとの間は、プリント回路基板（ＰＣＢ）を増設して変換を行うことも
できる。
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